
72年前の ex J4EAの交友から先達の活躍をしのぶ [第９回] 

オールドタイマーが遺した一冊のアルバム 
 
by Editor Shinzaburo Kawai, JA1FUY 
 
 

▼K6JPD （左）と K6AKP（右） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



▼K6AKPのシャック 
  
写真の裏に次のような記述がある。 
左から右へ Philco model 43 Allwave broadcast set/National SW3/McMurdo Silver 5B SS 
Superhetetdyne/Gross 25 Watt Xmitter.Xtal osc 47/46s par doub/3 46s par final 120 watts 
input @ 800 volts 1KW rig still under costruction/ 
 

 
 
 

昭和 12年（1937年）はどんな時代か？ 
 
風にそよぐ電波 
 
JARL NEWS活版に 
 
暗い灰色の QSOが続いた。ハムは朝鮮、満州へと広がっていった。第二次大戦の直前、軍の補助通信
という形で延命をはかったが、空しい努力に終わった。 
 
関西支部で編集していた JARLニュースは昭和 6年 8月、関東支部に引き継がれた。編集員の J1DN



杉田倭夫さんたちは印刷代で行き詰まってしまった。そこで科学ニュースに熱心な東京朝日新聞社に
援助を申し入れた。ついでにこれまでのガリ版から活版印刷に脱皮したいと JARL側の意向も伝えた。 
 
「できれば、ただでやってくれまいか」という虫の
いい注文だった。朝日新聞社内で検討が加えられ
た。遊軍記者の荒垣秀雄さんも上司に呼ばれ、意見
を求められた。 
 
「JARLは貧乏な団体です。盟員も全国で 200人ぐ
らい。とても機関紙発行は重荷でしょう。援助して
やって下さい。公共性のある団体だし、第一、災害
なんかのとき新聞取材に協力してもらえるかもわか
りません。全国に盟員がおり、みんな言い連中ばか
りですよ」 
 
幹部に異存はなかった。こうして 12月発行の 22
号から東京朝日新聞社印刷で活版刷りに体裁を整
え、題字も「JARL NEWS」に改められた。杉田さ
んは翌年 9月に病死したが、往年の名コラムニスト
荒垣記者が、JARL NEWS 30号に追悼文を寄せ
た。 
 
《亡くなる 10日ほど前、私は彼をひやかした。”このごろ手がきれいになったね”彼は落ち着いて、”
商売道具ですから"（彼は産婦人科医）と笑っていた。勉強家で純真で、それでいて科学者としての皮
肉は内にいっぱい蔵していた。外国のアマチュアも DN局の休息の報に驚くことだろう。OMも YLも
ひとしく》 
 
朝日新聞の援助は昭和 8年末の 38号まで続いた。 （「ハム半世紀」香山晃著 p.77～78 電波実験
社より抜粋） 
 

 
JARL NEWS 1937年 10月号 第 66号より  

国防無線隊 関東防空演習参加   
 
9月 17、18、19日施行の関東防空演習参加の JARL盟員 51名を以って編成せられた国防無
線隊（愛国無線通信隊は東部防衛司令部の以降により国防無線隊と改称）は、J2GX八木太郎
氏を隊長として東部防衛司令部並びに逓信関係各位のご尽力と東京朝日新聞社および日本電気 
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株式会社の物質上のご援助並びに陸軍通信
学校教官、佐々木中佐殿の熱誠なるご指導
を得て無事好成績を以ってその任務を全う
することができた。 
 
 
ここに関係各位の絶大なるご後援並びに隊
員諸兄の労および種々の点でお骨折り下さ
った賛助員梶井謙一氏に対し深く感謝の意
を表すると共に今後もなお関係各位のご後
援を得て国防無線隊が我が国家興隆とアマ
チュアラヂオの発展に対し貢献せんことを
切望する次第である。 
 
盟員移動及び新施設許可 
 
［廃止］   J2GV 柳瀬二郎  J2LS 松島 洸  J3FS 井上吉之助 
［移転許可］ J2IX  鈴木千代乃 
［移転］   J2KT 芳野季文  MX2B 永野 多景志 
 
JARL QSL Service 
 
JARL盟員より海外への QSLは、Card一枚に付き２銭の割にて２銭郵券を添え 

東京市淀橋区西大久保 １丁目 440 
J2GX 八木 太郎 

へお送りくだされば、QSLサーヴィスを致します。 
 
JARL NEWS原稿 
 
無線に関する実験研究、JARLやアマチュアラヂオに対する希望、笑い話等どしどしご投稿くだ
さい。JARL NEWS誌上へ掲載の分に対しは現 JARL NEWS誌の三分の一頁に付き JARL盟
費一ヶ月分の割にて盟費代用券を贈呈いたします。なお、採否の権能は編集幹事にお任せくだ
さい。ご寄稿ご希望の方は、 

東京市目黒区三田 40 J2IS 三田義治 
お申し越し下されば、JARL NEWS用原稿用紙をお送りいたします。 
 

 
昭和 12 年（1937 年）9 月関東防空演習参加  
国防無線隊 演習開始前日の明治神宮参拝。 

JARL NEWS 1937 年 12 月 第 67 号より 

 
 



■アメリカ在住の日本人アマチュアラジオ局 K.F.Iwata W6FZY 
 

  
送信機  受信機 

 
 
 

▼J2CG 林太郎 ミュージアム（４） 
 
1931-1979に活躍された J2CG 故林太郎さんの遺品の一部を YAHOOオークションで落札された岩
岡氏（JG1AKM)のご好意により「QRA BOOK」 「QSLカード」 「戦前の JARL NEWS」など
貴重な資料を QTC-Japan.comに寄贈いただきましたので、その中から珍しいカードを順次ご紹介し
て参ります。 
 
 

  
J2CM 松田孝輔さんの QSL カード 

三重県渡海郡 1933 年 5 月 10 日の交信 
J3FB 和泉治俊さんの QSL カード 

 神戸市林田区 1935 年 3 月 23 日の交信 

  
 



 
J2CG 林太郎氏の水晶送信機と自作振動子 電気通信大学・歴史資料館蔵（JARL 寄贈） 
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編注：故人を付すること並びにコールサインに EXをつけることを省略しています。  
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